
お
り
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
少
な
か

ら
ず
収
入
減
に
つ
な
が
る
よ
う
な
現
象
が

出
始
め
て
い
ま
す
。
過
去
の
経
験
値
が
な

い
だ
け
に
、「
新
し
い
生
活
様
式
や
環
境
」

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
当
町
の
素
晴
ら
し
い「
農

業
資
源
」を
有
効
活
用
し
て
、
農
業
産
業

の
持
続
的
な
発
展
と
、
自
然
環
境
の
豊
か

さ
を
守
り
つ
つ
、
農
業
委
員
会
の
使
命
を

果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

な
り
ま
し
た
。

　

新
農
業
委
員
に
な
っ
た
皆
さ
ま
は
、
自

覚
を
も
っ
て
新
会
長
を
盛
り
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
農

政
部
局
と
会
長
は
連
絡
を
密
に
し
、
町
の

情
勢
の
把
握
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
も
農
業
人
と
し
て
も
う
少
し
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
御
代
田
町
と
農
業
委
員
会
の
ご

発
展
と
、
町
民
皆
々
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
退
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
の

予
防
法

　

ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に
、
屋
外

で
の
作
業
や
山
に
出
か
け
る
際
は
、
長

袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を

避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ハ
チ
は
黒
い
色
や
甘
い
匂
い

に
誘
わ
れ
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
黒
い

色
の
衣
服
や
強
め
の
香
水
は
避
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

エ
ピ
ペ
ン

（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

補
助
治
療
剤
）

　

１
度
で
も
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状

が
で
た
方
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状

に
な
る
可
能
性
が
高
い
方
は
、
医
師
が

処
方
す
る
エ
ピ
ペ
ン
を
保
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

エ
ピ
ペ
ン
は
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
際

に
、
急
激
な
全
身
症
状
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
処
方
さ
れ
た
場
合
は
常

に
携
帯
し
、
万
が
一
の
と
き
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

御
代
田
消
防
署（
32
）
0
1
1
9

令
和
２
年
度  

御
代
田
町
消
防
団

新
幹
部
に
よ
る
体
制
ス
タ
ー
ト  

こ
ん
に
ち
は
農
業
委
員
会
で
す　
　
◦
第
24
期
農
業
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
◦

8
月
〜
9
月
は
要
注
意

　

日
本
で
は
、
毎
年
30
万
件
の
ハ
チ
刺
さ
れ

に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
１
年
の

う
ち
、８
月
・
９
月
に
多
く
発
生
し
、５
月
・
６

月
に
か
け
て
雨
が
少
な
く
、
気
温
が
高
い
年

ほ
ど
件
数
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
を
刺
す
ハ
チ
の
種
類
は
、
大
き
く
分
け

て
ミ
ツ
バ
チ
・
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
・
ス
ズ
メ
バ
チ

の
３
種
類
で
す
。
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
・
ス
ズ
メ
バ

チ
は
同
じ
毒
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、１
匹
が
も

つ
毒
の
量
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
方
が
多
く
、
最

も
危
険
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
チ
刺
さ
れ
症
状

　

ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
と
き
の
症
状
に
は
、
刺

さ
れ
た
箇
所
の
み
現
れ
る
局
所
症
状
と
、
体

中
に
現
れ
る
全
身
症
状
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
軽
い
全
身
症
状
の
場
合

　

顔
や
体
が
お
酒
を
飲
ん
だ
と
き
の
よ
う

に
赤
く
な
り
、
全
身
の
か
ゆ
み
・
だ
る
さ
・

息
が
苦
し
く
な
る

◦
中
程
度
の
全
身
症
状
の
場
合

　

軽
い
全
身
症
状
に
加
え
、
口
の
渇
き
・
腹

痛
・
下
痢
・
吐
き
気
・
頭
痛
・
眩
暈
の
症
状
が

発
生

◦
重
篤
症
状
の
場
合

　

呼
吸
困
難
・
全
身
の
脱
力
感
・
血
圧
低
下
・

シ
ョ
ッ
ク
を
呈
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
最

悪
な
場
合
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
全
身
症
状
が
現
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

た
め
ら
わ
ず
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。

〝
ハ
チ
刺
さ
れ
を
防
ご
う
〟

御
代
田

消
防
署

消
防
署

み
な
さ
ん
へ

み
な
さ
ん
へ

から

１
段
目

本
部
班
長

狩
野  

健
士

副
団
長上

原  

亮
一

団
長丸

山  

善
行

副
団
長木

内  

拓
郎

ラ
ッ
パ
長

山
本  

直
樹

２
段
目

第
六
分
団
長

青
木  

孝
弥

第
五
分
団
長

茂
木  

佳
成

第
四
分
団
長

堀
篭  

孝
伸

第
三
分
団
長

佐
藤  

貴
裕

第
二
分
団
長

髙
山  　

聡

第
一
分
団
長

山
越  

智
広

３
段
目

第
十
二
分
団
長

神
津  

修
一

第
十
一
分
団
長

栁
澤  

文
昭

第
十
分
団
長

大
木  

尚
春

第
九
分
団
長

土
屋  

春
生

第
八
分
団
長

田
村  

洋
平

第
七
分
団
長

川
井  

幸
人

就
任
あ
い
さ
つ

第
24
期
農
業
委
員
会

大
井
　
壽ひ

さ

尚と

退
任
あ
い
さ
つ

土
屋
　
　
學ま

な
ぶ

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
農

業
委
員
会
の
活
動
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
た
び
御
代
田
町
農
業
委
員
会
長
の
重
責

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
日
ま
で

の
、
委
員
会
活
動
を
通
じ
て
の
経
験
を
生

か
し
、
全
力
で
そ
の
活
動
を
委
員
一
丸
と

な
っ
て
ま
い
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
支
援
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
の「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
お
い
て
は
、

人
の
行
動
や
、
経
済
活
動
の
制
約
等
で
安

全
で
安
心
し
た
生
活
ま
で
も
支
障
が
出
て

　

今
回
の
農
業
委
員
改
選
に
伴
い
７
月
19

日
付
け
で
農
業
委
員
を
退
任
し
ま
し
た
。

6
期
18
年
の
内
3
期
9
年
間
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ

大
過
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
今

ま
で
以
上
に
農
業
委
員
の
役
割
の
重
要
性

が
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
委
員
の

選
出
方
法
は
、
選
挙
制
と
市
町
村
長
の
選

任
制
の
併
用
か
ら
、
議
会
の
承
認
を
経
て

市
町
村
長
が
任
命
す
る
選
任
制
へ
変
更
と

　
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
農
業
委
員

担
当
地
区（
区
）

委
員
氏
名

草
越
・
広
戸

向
原
・
茂
沢

荻
原
　
　
隆

荻
原
富
士
子

徳
吉
　
正
博

豊
昇
・
面
替

大
井
　
壽
尚

栄
町
・
荒
町

市
川
　
　
孝

上
宿
・
小
田
井

塚
田
　
正
博

飯
塚
　
仁
子

児
玉
・
平
和
台

山
本
　
裕
之

西
軽
井
沢

浅
沼
　
伸
吉

馬
瀬
口

萩
原
　
正
康

古
越
　
久
男

塩
野
・
寺
沢

内
堀
　
文
夫

内
堀
　
孝
昌

清
万
・
一
里
塚

三
ツ
谷
・
旭
町

清
水
　
陽
子

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

担
当
地
区（
大
字
）

委
員
氏
名

草
越
・
広
戸
・

豊
昇
・
面
替
・

茂
沢

茂
木
　
直
人

柳
澤
　
弘
久

御
代
田

古
越
　
　
優

塩
野
・
馬
瀬
口

金
澤
　
賢
司

高
山
　
修
浩

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
幹
部
会
議
が
開
催
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
9
月
号
で
の
紹
介
と
な
り
ま
し
た
。
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